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研究成果の概要（和文）：授業応答システムの技術を利用した機器は、EFL の授業において文

法や語彙の指導に便利である。その際の適切な質問形式が明らかにされた。学生の機器に対す

る認識は肯定的であり、今後の EFL 授業での更なる使用に関しても寛容であった。テクノロ

ジー使用の意欲について尺度が開発され、３ヶ国を対象に活用された。応用法としては、ピア

評価がとても有効である。この研究の成果は国際的に様々な形で発表されてきた。ソフトウェ

アやハードウェアがまだまだ安定していないという制約はあるが、このプロジェクトから更な

る研究成果を生み出している。 
 
研究成果の概要（英文）：The questions posed at the start of this research were investigated and 
answered, with limitations noted in the report’s final section. The devices were a useful addition to 
instruction of grammar and vocabulary in English as a foreign language (EFL) classes. Appropriate 
question types were identified, student perceptions about the devices showed a largely positive response 
towards their further use in an EFL setting. A research construct was developed, piloted, and utilized in 
three national contexts (Japan, Malaysia, and Cambodia). Peer-evaluation was a highly promising 
application for this technology. Results were published internationally in twelve forums/venues detailed 
below. Notable limitations are that the devices were not always stable, although significant 
improvements have been made in hardware and software. This project is already generating further 
research dividends. 
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学生の認識 
 
１．研究開始当初の背景 
授業応答システム（Personal Response System

以下 PRS）テクノロジーは、世界中の教育現

場で広まっているツールである。PRS 使用に
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より、授業がもっとインタラクティブになる

など肯定的な教育効果があることが先行研

究によって明らかになっているが、そもそも

PRSのようなテクノロジーを使用する意欲に

ついて学生の意識に関する研究はあまり行

われていない。また、PRS の具体的な利用方

法として、学生相互評価（ピア評価）や、文

法・語彙指導における使用例があるが、その

効果について、先行研究においては質的な研

究が中心で、数量的な調査研究があまり行わ

れていない状況であった。 

 
２．研究の目的 

（１）学生の、テクノロジーを使用する意欲

がどの程度あるのか。 

 

（２）ピア評価において、PRS を利用した評

価方法は、他の評価方法と比べ、評価する際

の厳しさに違いがあるのか。 

 
（３）授業で使用する場合において、 

①文法の指導における、PRS を使った即時的

フィードバックによって得られる効果は何

か。 

②語彙の指導における、PRS を使った即時的

フィードバックによって得られる効果は何

か。 

③PRSのような電子投票システムを使用する

ときに最適な質問の形式はどのようなもの

か。 

④外国語教育において PRS を長い期間常用

することについて、学生はどう認識するか。 
 
３．研究の方法 

（１）テクノロジーを使用する意欲に関して

尺度を開発した。 

その後、その尺度を使用し、日本・マレー

シア・カンボジアの３ヶ国の学生を対象に調

査を行った。 

 

（２）授業での個人課題プレゼンテーション

において、３つの評価形式（PRS、インター

ネット調査、紙）を使いピア評価を行った。 

以下で詳述するデータについては質問紙に

より、集められた。 

 

（３）統計的手法を用いてデータを分析し

た。記述統計に加え、評価に影響を与える

様々な要因を考慮することができる

FACET 分析を用いた。要因には、発表者の

能力、評価者の厳しさ、発表者相互の友好

度、（評価基準における）項目機能、そして

評価の形式を含めた。 
 
４．研究成果 

（１）はじめに    

自動的フィードバックを与える機器は、生

物学、科学、物理学、コミュニケーション科

学、そして家族消費者科学を含む様々な分野

の学生・教師にとって有益な機能を備えてい

ると認識されてきている。これらの機器を使

うことによって得られる学習効果について

は、記銘力や記憶維持などが有意に高まるこ

とが先行研究によって明らかにされている。

これらのシステムは例えば、大人数の講義形

式の授業において議論をする際に、実質的に

少人数の学生しか議論に参加できない場合

に、このシステムを使用して全員参加で議論

を進めるというような利用方法が想定され

る。 

4 つのワークショップ、6つの学会発表、

そして 2つのシンポジウムでこの研究プロジ

ェクトを通して明らかにしてきたことの発

表と、PRS のデモンストレーションを行って

きた。内容としては、教授前の学習者の知識

のテストや、教授効果の測定、ピアディスカ

ッションの促進、学生が複雑な概念を理解し



ているかのモニター、そして教師が学生のレ

ベルを知り、そのレベルに合わせた授業計画

の策定を支援する使用方法の紹介と、学習者

中心の教育学的アプローチと実践の面から

の議論であった。ワークショップの参加者や

学会発表の聴講者は、その機器の使用につい

て肯定的であった。 

 

（２）テクノロジー対非テクノロジーに対す

る傾向 

学生たちが、テクノロジー（コンピュータ

や携帯電話などの電子機器）手段を使うか、

非テクノロジー（紙と鉛筆など）手段を使う

か選択できる状況において、与えられた課題

を完了させるためにテクノロジー手段を使

用する意欲がどの程度あるのであろうか。筆

者たちは、予備研究を重ね、その程度を測定

する尺度を開発し、”Willingness to use 

technology”と名づけた。 

この尺度を用いて、３カ国（日本、マレー

シア、カンボジア）を対象に調査を行った。

主な発見としては、日本人の学生は調査項目

の課題全体のうちのいくつかにおいて非テ

クノロジー手段を使用することを好んだこ

とに対し、マレーシアとカンボジアの学生は、

ほぼすべての課題においてテクノロジー手

段を使うことを好む傾向があった(MacLean 

& Elwood, 2009)。 

Willingness to use technology を、心理測定学

的に検討した結果、各国内においては信頼性

が確認されたが、３カ国それぞれで構造が違

っていた。 (Table 6, Elwood & MacLean, 

2012 からの抜粋)。 

この研究結果の発表後、他国の研究者から

共同研究の申し出を受けた。その研究者と協

力し、今後調査対象に北アメリカとアフリカ

の数カ国を加え、さらなる研究を進めていく

つもりである。 

 

 

（３）テクノロジーに対する意識に関する傾

向 

この研究を通して、学生のテクノロジー使

用に関する一般的な意識、そして PRS 使用に

関する意識に関するデータが収集された。テ

クノロジー使用に関する熟達度は様々なレ

ベルの者が混在していた（Penski, 2001 の提唱

する”Didital Natives”には程遠いものであっ

た）が、教育現場においてテクノロジー機器

を利用することについて、学生たちは一般的

に寛大であった。それに加え、学生たちは学

生相互評価（ピア評価）についても強い許容

性を示した（平均値 3.88、標準偏差 0.87、

５段階のリッカートスケールを用いた）。し

かし、他の学生に評価されたものが信頼でき

ると認知していながら、それが成績に反映さ

れるのは嫌だと思っており、矛盾する感情を

持っていた。 

テクノロジー使用に対する傾向のもう一

つの局面としては、使用する気楽さがある

(Davis, 1985, 1989)。現在の研究では、機器を

使用する気楽さはテクノロジー機器を利用

する傾向の高まりと相関関係にあると言わ



れている。 

 

（４）PRS の使用について 

①PRS と他の評価方法との比較 

フィードバックは教育の中において最も

重要な位置を占めている。PRS は、テクノロ

ジーを実用的に用いた方法であり、学生・教

師間の相互フィードバックを可能にする。加

えて、携帯電話でも PRS と同じような機能を

果たす相当なポテンシャルがあることを示

した。それらの機能については、数々の学会

やワークショップでも披露されてきた。 

本研究の目的（２）について、PRS が他の

評価方法、例えばインターネット調査による

評価方法や一般的な紙と鉛筆による評価方

法と根本的に同じであり、比較して議論する

ことができるかどうかを明らかにするため、

FACET 分析を行った。 

筆者らが行ったピア評価において(Elwood, 

MacLean, & Nagata, 印刷中)、学生は充分な練

習をすることで PRS を難なく使いこなすこ

とができた。FACET 分析により、評価をする

際の厳しさについて心理測定学的に検討す

ることができるが、PRS で評価をする際の厳

しさは、他の評価方法と比べてもほとんど差

がなかった。下の図１の、FACET 分析のサマ

リーマップにおける左から４番目の列に示

すように（図中の clicker は PRS のことであ

る）、PRS とインターネットによる評価方法

は、従来の紙と鉛筆で行われる評価方法より

も少しだけ厳しくなるようであった。 

 
図１．FACETS サマリー （評価者、発表

者、評価の様式、発表者同士の友好度評価)

（Elwood, MacLean, and Nagata, 印刷中, よ

り抜粋） 

 

②授業中の文法・語彙指導で使用する際の効

果 

この研究の中で PRS は、語彙や文法の教授

においても使用された。目標とする文法や語

彙の学習前に問題を出す。そして教授後に再

度問題を出す。この機器が語彙や文法の教授

に有効であることが分かったが、この研究に

おけるいくつかの縦断的な目標は（５）で述

べる問題により達成することはできなかっ

た。上記の目的のためにこの機器を使用する

ことについては、この報告書に掲載されてい

る研究で詳しく述べている。この研究で使用

した機器は、うまく機能していた時には語彙

や文法の領域の教授の必要性、そしてその効

果を測定することができていた（研究の目的

（３）①と②）。 

さらに、適切な設問タイプが明らかにされ、

他の研究者や教育者、そして開発者たちに共

有された（研究の目的（３）③）。 

PRSを試用する学生の意識について調査を

行った。その結果、学生の第二言語としての

英語教育における PRS のさらなる使用につ

いて、肯定的な見方をしていた（研究の目的

（３）④）。 



年度の報告書や上に述べた通り、PRS を研

究に使用する場面において、しばしば問題が

発生した。大きな問題の解決には買い替えを

しなければならず、３セットも買い替えをし

なければならなかった。最新版の PRS は、そ

れまでの問題点を解決しており、安定して機

能し、当初の研究計画を遂行する事ができる

ようになった。PRS は今や著者らが授業計画

を立てる上で不可欠なツールとなり、現在の

研究をさらに深めるデータを収集している。 

 

（５）この研究の限界 

ソフトウェア上の問題により、本来計画して

いた研究を全て遂行することができず、変更

を余儀なくされた。しかし変更した計画につ

いては、しっかりと研究目的を達成すること

ができた。この過程において、PRS を日常的

に授業で使用する際の利点と問題点をまと

めたので、ここで使用についての注意点を述

べる。 

 

①PRSはコンピュータのオペレーションシス

テムのソフトウェアアップデートにとても

敏感である。そのため、使用に際しては、最

新のソフトウェアアップデートが完了して

いることを確認してから授業で使用するこ

とが望まれる。 

②PRSは操作順序の間違いによりシステムが

フリーズすることがある。使用に際し、操作

順序を間違えないよう十分に習熟する必要

がある。 
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